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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
は
地
方
公
共
団
体
共
同

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
全
国
共
通
の

本
人
確
認
を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
電
子
政
府
・
電
子
自

治
体
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。
昨
年

８
月
の
住
基
ネ
ッ
ト
第
１
次
サ
ー

ビ
ス
に
続
き
、
平
成
15
年
８
月
25

日
か
ら
は
新
た
に
第
２
次
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

昨
年
の
８
月
５
日
に
住
民
基
本

台
帳
法
が
改
正
さ
れ
、
住
民
票
コ

ー
ド（
数
字
11
桁
の
番
号
）が
住
民

票
に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。町
で
は
、

法
施
行
日
に
町
に
住
所
が
あ
っ
た

町
民
の
皆
さ
ん
に
ハ
ガ
キ
で
通
知

を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
と
き
に
始
ま
っ
た
住
基
ネ

ッ
ト
の
第
１
次
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

各
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
都
道
府

県
や
指
定
情
報
処
理
機
関
に
お
い

て
、
住
民
票
の
情
報
の
う
ち
４
情

報
（
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
）、
住
民
票
コ
ー
ド
と
こ
れ

ら
の
変
更
情
報
（
「
本
人
確
認
情

報
」と
言
い
ま
す
）を
保
有
す
る
こ

と
に
よ
り
、
全
国
共
通
の
本
人
確

認
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
パ
ス
ポ

ー
ト
の
申
請
時
に
必
要
だ
っ
た
住

民
票
の
写
し
の
添
付
や
、
共
済
年

金
の
現
況
届
等
が
不
要
に
な
り
ま

し
た
。

本
年
８
月
25
日
か
ら
は
、
住
基

ネ
ッ
ト
の
第
２
次
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
り
ま
す
。
新
た
に
始
ま
る
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
２
次
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

枚
５
０
０
円
で
交
付
し
ま
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
は
、

①
カ
ー
ド
内
に
記
録
さ
れ
て
い
る

住
民
票
コ
ー
ド
に
よ
り
、
住
基
ネ

ッ
ト
で
の
本
人
確
認
に
利
用
で
き

ま
す（
住
民
票
の
広
域
交
付
、
転

入
転
出
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
の

本
人
確
認
に
活
用
）。

②
写
真
付
カ
ー
ド
を
希
望
し
た
場

合
は
、
公
的
な
証
明
書
と
し
て
利

用
で
き
ま
す（
※
写
真
は
持
参
）。

③
今
後
、
始
ま
る
予
定
の
公
的
個

人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
秘
密
鍵
、
電

子
証
明
書
の
保
存
用
カ
ー
ド
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

本
人
の
申
請
に
よ
り
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）を
１

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

現
在
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付

は
、
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
で
し

か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

住
基
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
全
国
の

市
区
町
村
間
で
住
民
票
の
情
報
の

や
り
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
に
よ
り
、
全
国
ど
こ
の
市
区

町
村
で
も
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
を
市
区
町

村
の
窓
口
で
提
示
し
申
請
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
本
人
や
世
帯
の
住

民
票
の
写
し（
但
し
、
戸
籍
の
表

示
を
省
略
し
た
も
の
）の
交
付
が

受
け
ら
れ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

転
入
転
出
手
続
き
の
簡
素
化

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
り
、
確

実
な
本
人
確
認
が
で
き
る
た
め
、

事
前
に
元
の
市
区
町
村
に
一
定
の

事
項
を
記
入
し
た
転
出
届
を
郵
送

等
で
行
い
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
引
越
先
の
市
区
町
村
の
窓
口

で
提
示
し
て
転
入
届
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
住
所
の
異
動
の
手
続
き

で
窓
口
に
行
く
の
は
、
転
入
時
の

１
回
だ
け
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま

す
（
※
た
だ
し
、
保
険
、
年
金
、

児
童
手
当
な
ど
各
種
手
当
、
水
道

等
の
手
続
き
は
除
く
。）

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
町
民
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平成15年８月25日から

住基ネットの
第2次サービス
開　始

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
　

が
に
備
え
て
加
入
者
の
皆
さ
ん
が

お
金
を
出
し
合
っ
て
、
病
院
で
受

診
す
る
と
き
の
医
療
費
な
ど
に
充

て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

こ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
国
保

税
で
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
と

あ
わ
せ
、
国
保
の
給
付
費
用
な
ど

に
充
て
る
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

国
保
税
は
、
所
得
割
額
、
資
産

割
額
、
均
等
割
額
、
平
等
割
額
の

合
計
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地

方
税
法
の
改
正
に
よ
り
所
得
割
額

の
算
定
方
法
が
次
の
と
お
り
一
部

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

①
公
的
年
金
特
別
控
除（
65
歳
以

上
で
最
低
１
４
０
万
円
）
に
上
乗

せ
さ
れ
て
い
た
特
別
控
除（
17
万

円
）が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

②
給
与
所
得
特
別
控
除（
最
低
65

万
円
）に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
た
控

除（
上
限
２
万
円
）が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

③
青
色
ま
た
は
白
色
専
従
者
給
与

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
据
え
置
か
れ
ま
し
た

国
保
税
の
算
出
方
法

が
必
要
経
費
と
し
て
控
除
該
当
と

な
り
ま
し
た
。

④
長
期
譲
渡
所
得
等
の
特
別
控
除

が
適
用
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、40
歳
か
ら
64
歳
の
方
は
、

介
護
保
険
分
の
保
険
料
も
合
わ
せ

て
国
保
税
と
し
て
納
め
ま
す
。
算

定
方
法
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
分

の
方
法
と
同
じ
で
す
。

な
お
、
介
護
納
付
金
の
課
税
限

度
額
が
、
７
万
円
か
ら
８
万
円
に

引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
国

保
の
財
政
を
圧
迫
し
、
国
保
税
を

値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
負
担
も

大
き
く
な
り
ま
す
。

国
保
税
を
値
下
げ
す
る
た
め
に

は
、
医
療
費
を
減
ら
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
町
で
実
施
し
て
い
る
健

康
診
断
な
ど
定
期
的
に
受
診
し
、

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を
心
が
け
、

い
つ
も
健
康
で
明
る
く
生
活
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
国
保

税
を
滞
納
す
る
と
、
加
入
者
の
皆

医
療
費
を
減
ら
そ
う

さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
納
付
が
難

し
い
と
き
は
、
分
割
納
入
な
ど
の

方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町
税
務

課（
�
62
―
２
１
１
４
）ま
で
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
で
は
、
誰
も
が
何
ら
か
の
医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
職
場
等
の
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
市
町

村
が
運
営
す
る
国
民
健
康
保
険（
以
下
、
国
保
）に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
国
保
に
加
入
す
る
と
、
受
診
し
た
と
き
一
部
負
担

金
を
支
払
う
だ
け
で
済
み
ま
す
が
、
同
時
に
国
民
健
康
保
険
税（
以

下
、
国
保
税
）を
納
め
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。
年
度
当
初
に
、
そ
の

年
の
国
保
税
の
税
率
を
検
討
し
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
社
会
経
済

状
況
が
大
変
厳
し
い
こ
と
等
を
考
慮
し
昨
年
と
同
じ
税
率
と
し
ま

し
た
。

その年に 
予測される 
医療費 

国などからの 
補助金 国保税 

病院などで 
支払う自己負担金 

所得割額 �所得に応じて計算 
　［年収から必要経費・控除を引いた所得×税率］ 

資産割額 �資産に応じて計算 
　［固定資産税（土地・家屋などにかかる税金）×税率］ 

均等割額 �加入者数に応じて計算 
　［ひとりあたりの金額×世帯の加入者数］ 

平等割額 �1世帯にいくらと計算 
　［まちごとに決められた1世帯あたりの金額］ 

（市区町村によって異なります） 

国保税の算出方法 

国保税 ＝
 
＋
 
＋
 
＋
 

６
月
２
日
、
県
職
員
へ
の
併
任

職
員
辞
令
交
付
式
が
町
長
室
で
行

わ
れ
、
木
賊
町
長
か
ら
県
中
地
方

振
興
局
の
鈴
木
真
一
郎
主
査
へ
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
が
昨
年
度
か
ら
導

入
し
た
制
度
で
、
個
人
町
県
民
税

の
収
入
確
保
を
図
り
、
併
せ
て
町

税
務
課
職
員
の
滞
納
整
理
事
務
の

技
術
向
上
を
目
的
に
、
県
の
職
員

が
町
職
員
の
身
分
を
併
せ
も
っ
て

町
県
民
税
の
徴
収
な
ど
に
あ
た
る

も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
町
の
税
務
課
職
員

と
財
産
調
査
、
納
税
交
渉
な
ど
に

あ
た
り
ま
す
。

県
職
員
へ
併
任
職
員
の

辞
令
を
交
付

鈴木真一郎主査

国保だより

各市町村をつないでいます

これは見本です


